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誓願寺 副住職  古賀 明徳
「帰」に思う事

 「かえる」 という言葉は様々な漢字で表わされます。

 「返る」 と書くと 「元に戻る」。 「還る」 と書くと 「多くの地点を経由し

て根源となるところに戻る」。 「帰る」 と書くと 「人が家や故郷など元いた場

所に戻る。 あるべき位置に落ち着く」 という意味を持ちます。

 浄土真宗宗祖親鸞聖人も、 その著書においてしっかりと漢字を使い分けされ、

ご法義を示してくださいました。

 いくつかご紹介させていただきます。

 親鸞聖人を他力の道へと導いて下さった師である、 法然上人ご往生の際 「法

然上人は浄土へ還帰された」 と、 浄土からお越し下さった仏さまであったと、

そのお姿をご覧になられました。

 また、 阿弥陀様は本願力によって 「信心の人 （法然上人） を摂取して浄土

に帰入せしめけり」 とお読みくださいました。

 正信偈の冒頭においても 「帰命無量寿如来」 と 「自身の命 （全て） を阿弥

陀様にお任せする」 というお心が示されています。

 他にも 「帰依」 「帰敬」 など様々な箇所で用いて下さった大切な文字です。

 またご法話などでも 「私たちはこの世界との縁が尽きた時、 お浄土に帰る」

とお聴かせいただきます。 「一度も行ったことがないのに、 帰るというのはお

かしいのではないか？」 と思われるかもしれません。 でも、 病院で生まれた赤

ちゃんが初めて家に行くとき、 抱きしめたお母さんは 「さあお家に帰りましょ

うね」 と優しく言うと思うのです。

 それは、 家には多くの迎えてくれる人たちがいるからです。 私たちもお母さ

んのように温かい阿弥陀様に抱かれて、 お浄土に初めて行かさせていただく。

そして先に往生され仏さまに成られた多くの大切な方々とまた遇わせていただけ

る。 きっと優しく迎え入れてくださるに違いありません。 安心して、 本来命の

あるべき場所、 真実の場所、 阿弥陀様のお浄土に帰らせて

いただけるのです。

 誓願寺も皆様が安心して帰ることのできる場所。 阿弥陀様

のお話を共々にお聴かせいただける場所になれば良いなと思

わせていただいています。

今年もよろしくお願い致します。     合掌






